　　　今月の樹「ホルトノキ」
武庫ネイチャークラブが樹木観察の固定フイルドとしている甲山森林公園内には、多くのヤマモモが植栽されているが、これと良く似た葉をつけた樹木に「ホルトノキ」がある。一見ヤマモモの葉に似ているが、ホルトノキはまっ赤に紅葉した古い葉が１年を通して見られるので、木全体を見渡してそんな葉が数枚あればホルトノキということになると教えられる。また、その名の由来に関しては、「ホルトノキ」とはポルトガルの木という意味で本来はオリーブの木に付けられていたとのことであったが、江戸時代に平賀源内が今の和歌山県でこの木を見てオリーブの木と思いこみ、間違って名付けてしまったというエピソードが聞かされる。余談であるが、平賀源内がオリーブの木と間違えたとされるホルトノキは今も和歌山県湯浅町浄土宗玉光山深専寺の墓地内に今もあるといわれている。
　ホルトノキ（Elaeocarpaus syvestris var.ellipticus）は暖帯～亜熱帯の照葉樹林にみられるホルトノキ科の常緑樹で、日本では、本州の千葉県南部以西、四国、九州、沖縄、済州島、中国南部、台湾、等に分布する。別名はモガシ、古くは「ツグノキ」と言われていた。樹高はふつう10～15m，直径４0～50cmになるが，大きいものでは樹高30m，直径1m以上のものもある。社寺の境内などではよく巨木をみる。樹皮は灰褐色で平滑で小さな皮目が見られる。葉は互生でやや革質，長さ5～13cm,幅２～３．５ｃｍの楕円状披針形～倒披針形で，ふちには鈍い鋸歯がまばらにあり両面とも無毛，葉柄は約1cmである。一見ヤマモモの葉に似るが，裏面側脈腋（みやくえき）に膜状物があるので区別できる。花期は７～８月、葉腋から４～７ｃｍの総状花序ををだし、白色の小さな花を１５～２０個つける。花弁とガク片は5個、花弁の先は糸状に細かく裂ける。雄しべは多数で雌しべは1本である。果実は核果で長さ１．５～２ｃｍの楕円形で11月～翌年の2月に黒紫色に熟す。核は１．５ｃｍ、表面にシワがある。 
自生地は照葉樹林内だが街路樹や庭園樹として植えられることもある。材は建築材、器具材、
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シイタケのほだ木として使われる他、 シャリンバイと同様に樹皮と枝葉を煎じて大島紬の染料にするという。
樹木の種名については、その由来を聞けばなる程と頷けるものが多いが、ことこのホルトノキにいたってはそれがない。それもそのはず、前述のようにオーリブの樹と間違ってつけられたもの（果実が似ている？）であり、又オリーブ自体がなぜ「ポルトガルの樹」なのかも理解に苦しむ。その顛末を紐解けば、加地井高茂 編『薬品手引草』に「オリーブ油」を「ホルトガル、バン国ノ木ノミノアブラナリ」と記載されており、江戸時代オリーブ油は薬用として使われ、高価な輸入品であった。ところが，宝暦10年（1760）6月，平賀源内は高松候松平頼恭（よりたか）の帰国に随行し,その命により紀州で介類を採集した．その際湯浅深専寺でヅクノキと呼ばれる木をみつけて，その実が輸入されていた紅毛図譜で知っていたオリーブの実に似ていたことから，これをオリーブの木ではないかと考え、紀州藩にこの発見を報告した。さらに，彼は宝暦1３年（1763） ３月に，蘭館長参府に加わって江戸を訪れた医師ボステルマンにこの木を示し，それがオリーブ樹かどうかを質問したところ，確かにオリーブの実だといわれ，｢ヅクノキ｣ はポルトガル油の取れる木，ポルトガルの木＝ホルトノキということになってしまった．ボステルマンはオランダ人で，地中海沿岸の温暖な地が主な生産地であるオリーブの形状には詳しくなかったのであろう．
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